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まえがき

筆者は現在，拓殖大学工学部電子シ

ステム工学科の教員として，多くの大

学教員と同じく，自らの研究室（画像処

理，特に画像圧縮とその応用技術に関

する研究室）の運営や，学科内の教育，

学生募集業務などの学内運営に従事す

る傍ら，2010年より現在まで15年ほ

ど，画像圧縮技術に関する国際標準化

活動に従事しています．今回は，あま

り皆さんにとって馴染みがないであろ

う国際標準化活動について，私の経験

と考え方，その将来性などについて書

かせていただきます．

国際標準とは

国際標準とは，ISO（国際標準化機構）

やIEC（国際電気標準会議），ITU（国際

電気通信連合）などの国際的な標準化

機関で，各国の専門家が合意して定め

た「世界共通のものさし」のことです．

製品やサービス，データの表し方，試

験方法，安全要件などについて，誰も

が同じやり方で作り，測り，やり取り

できるようにするための約束事をまと

めたものだと考えるとわかりやすいで

しょう．国際標準を使うメリットは，

①異なる国やメーカの製品同士がつな

がる相互運用性の向上，②品質と安全

の基準が明確になり事故や不良のリス

クが減ること，③仕様の共通化で重複

開発や個別対応が減りコストが下がる

こと，④各国で同じ基準を用いるため

輸出入や調達がスムーズになり海外展

開がしやすくなること，⑤標準適合や

認証を通じて市場や顧客の信頼を得や

すくなること，などが挙げられます．

例えば，日付表記を「2026-03-30」の

ように統一するISO 8601のような標

準は，国や業界を超えて誤解を防ぎ，

データ交換をスムーズにします．画像

圧縮方式にも当然，国際標準が存在し

ます．例えば，音声・画像・マルチメ

ディア/ハイパーメディア情報の符号化

（≒データ圧縮）を担当する ISO/IEC

JTC 1/SC 29（以下SC29と記述）では，

スマホで撮った写真やWeb画像でおな

じみのJPEG（ISO/IEC 10918-1）や，

プロ用途で高画質・可逆圧縮にも対応

するJPEG 2000（ISO/IEC 15444シ

リーズ）といった静止画像の国際標準

が整備されています．これにより，異

なる機器・ソフトウェア間でも画像の

やり取りや保存が共通のルールで行え，

相互運用性と品質の担保が図られます．

SC 29の下には，WG（ワーキンググ

ループ）が八つ存在し，そのうちのWG

1 が私の所属する J P E G（ J o i n t

Photographic Experts Group）です．

ちなみに，WG 2から8は動画関連の

標準化を行うMPEG（Moving Picture

Experts Group）系となっています．
†拓殖大学
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国際標準化活動に関わる
ことになったきっかけ

大学院生のときに在籍していた信号

処理を扱う研究室では，信号処理技術

の応用分野の一つとして，画像圧縮に

関する研究も行われていました．

JPEGの後継規格として標準化作業中

であったJPEG 2000のための，離散

ウェーブレット変換のフィルタ設計を

卒業研究のテーマとして与えられ，そ

の成果が共同研究先の企業を通じて国

際標準化の舞台で検討のテーブルに

乗ったことがきっかけです．残念なが

ら，私の成果は，JPEG 2000に採用

されるには至りませんでしたが，自分

の研究成果が，国際的な場で議論され，

国際標準での採用が検討されるとい

う，得難い経験が，思い起こせば今に

つながっているような気がしてなりま

せん．

国際標準化活動の実際

JPEGが所属するISOにおける標準化

プロジェクトには，プロジェクトの発

議（NWIP: New Work Item Proposal），

委員会草案（CD: Committee Draft），国

際標準草案（DIS: Draft International

Standard），国際標準最終草案（FDIS:

Final Draft International Standard），国

際標準（IS: International Standard）とい

う作業段階があります．ある段階から

次の段階に進むためには，参加国間で

行われる投票で，投票権を持つ積極的

な参加国であるPメンバ（Participating

Member）の2/3以上の賛成を得る必要

があります．また，投票時に付帯され

たコメントには，投票後に応答が義務

付けられています．このプロセスに

よって，国際標準となるドキュメント

は，各々の作業段階ごとにブラッシュ

アップされていくことになります．こ

こからは，各段階で求められる仕事を

具体的に見ていきましょう．

プロジェクトの発議においては，WG

内において，発案者（国）を中心にして，

その技術的妥当性だけでなく，市場が

期待できるのか，すなわち産業界にお

けるニーズがあるかを議論します．こ

の議論を経て，5ヵ国以上の国からエキ

スパート（WGに参加しているメンバ）

を出すという確約を取り付けられれば，

NWIP段階の投票にかけることができま

す．この，「5ヵ国以上の国からエキス

パートを出してもらう」という交渉は，

技術的なトピックで完結しないことも

多く，若干政治的駆け引きのような側

面もあって興味深いです．プロジェク

トが正式に承認されたら，WG内での

ドラフト版であるWD（Working Draft）

作成の作業を行います．提案募集をす

るようなプロジェクトの場合，提案ご

との優位性を確認する各種実験が行わ

れることが多いです．最終的にWDに

残るのは提案方式の中から一つを競争

的に選ぶことが多いのですが，それぞ

れの良いところを組み合わせるプロセ

スを経ることもあります．WDの内容

がある程度固まったら，CD投票に進む

ことになります．以前は「CD ballot」

だったのですが，最近では「CD

consultation」となり，CD段階は賛成

や反対を募る投票ではなく，あくまで

国際的な技術的コンセンサスを得るた

めの段階と改められました．DIS段階は，

照会（Enquiry）段階と呼ばれ，技術的内

容に関する実質的な最終投票の機会と

なっています．あらゆる技術的内容は，

原則，DIS段階で凍結されるためです．

FDIS, IS段階では，エディトリアルな加

筆・修正のみが認められています．ISO

ではCDテキストが発行されてから，

DIS段階に到達するまでの期間に制約が

あり，ある期間内にDIS段階に到達で

きない場合，プロジェクトそのものが

キャンセルとなります．CD投票そのも

のは，技術的コンセンサスを得るため

の段階ですので何回でも改訂が可能で

はありますが，この制約のため，JPEG

では1回で終えることがほとんどです．

JPEGでは3ヵ月に1回のペースで国際

会合が開かれるため，各段階の進捗も

それに同期していきます．ただし，DIS

投票については，投票期間そのものが

12週間（約3ヵ月）あり，前後の準備を

考えると，2会合のインターバルを見て

おかなければなりません．各会合の開

催前には，どのプロジェクトがどの段

階を迎えるのかが確認され，会合期間

（およそ1週間）中に必要な作業内容を

事前に計画しておきます．会合の最後

にはRecommendations（WG 1として

SC 29に議決を推奨する事項）をまとめ

るという作業が待っています．筆者は，

ここ数年ほど，Recommendations

drafting committeeのメンバも務めてい

ます．まったくのボランティアではあ

るものの，会合最終日直前の夜などに

は，デリバリーのピザなどのご褒美が

出ることもあり（物価高のサンフラン

シスコ会合中でしたので大変に助かり

ました！），苦労もありますが良い経

験をさせてもらっています．さて，そ

れぞれの段階で投票にかけられるド

キュメントを準備する責任を負うのが

プロジェクトリーダです．プロジェク

トのステークホルダからのコメント

や，各国からの投票コメントをドキュ

メントに反映し，よりよいドキュメン

トを準備する，いわゆる編集者と言っ

てよいでしょう．国際標準のドキュメ

ントとはどのようなものなのでしょう

か．学術論文との大きな違いはどこに

あるのでしょうか．

国際標準と学術論文の違い

学術論文の目的は，大雑把に言えば，

新しい知見を世に出して，関連する分

野の科学的議論に貢献することです．

ピアレヴューによって新規性・有効

性・再現可能性が検証されます．一方

で，国際標準の目的は，相互運用性，

安全・品質等を担保するための要求事

項や指針を明確に定めることです．

ISOの定義では，「合意により確立され，

認められた機関によって承認された文

書で，共通かつ繰り返しの利用のため

の，規則・指針・特性を示すもの」と

されています．学術論文におけるピア

レヴューではなく，各国メンバの合意

形成・投票といった組織的な手続きに

したがって承認されます．文書構成に

おいては，学術論文と大きく異なり，
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references（引用される他の標準）→

Terms and definitions（用語定義）→

本文→Annex（付録，Informative:参考

情報）→Bibliography（Informative）と

いった構成が取られます．ある標準の

規範となる部分はnormative，それ以

外の参考情報はinformativeと厳密に区

別されており，また，学術論文には見

られない，それぞれの部分で使用する

文体・語法が存在します．学術論文で

は，may, might, must, shouldなどを文

脈に合わせて適切に使用することもあ

るかと思います．一方で，規範部分と

参考部分が厳密に分けられている国際

標準では，shall=必須の要求，should=

推奨，may=許容，can=可能性/能力を

表すと定められており，例えば，参考

部分でshallを用いることは許されませ

ん．また，学術論文では必須の要求に

対してmustを用いることも可能です

が，国際標準では一部の例外を除き許

されていません．初めてプロジェクト

リーダを担当したときに，この国際標

準独特の文書構成や英語の用法に大変

戸惑ったのを覚えています．

学術論文では，読者によって解釈の

違いが出ることがある程度許容されま

すが，国際標準ではそのような文章は

極力さけることが望まれています．例

えば，国際標準で定められた画像圧縮

方式を実装する際に，解釈の違いが許

容されていると，互換性に問題が生じ

ます．このように，国際標準では，技

術的内容だけでなく，文書構成から語

法まで，内容の再現性を担保すること

が強く求められます．両者の違いは少

なくないわけですが，一方，多くの共

通点も存在します．学術論文も国際標

準も文書による読者とのコミュニー

ケーションであることに変わりはあり

ません．国際標準に関連するドキュメ

ント作成に関わった経験は，論文中に

自分の研究の着眼点や結果から導かれ

る有効性に関する議論において，解釈

の違いの影響を小さくすること貢献し

ており，スムーズなコミュニーケー

ションに役立っていると個人的には考

えています．

結局何が楽しいの？

ここまで書いてみて，筆者自身「こ

んなことを大学人が手掛けて一体何が

楽しいのだろう？」と疑問に思いまし

た．SC29参加のWGの中には産業界

からのエキスパートが多く登録されて

いるものもあり，そのモチベーション

はライセンスプールに自社の特許を登

録することで，特許料収入を得るため

だと聞かされたことがあります．実は，

JPEG（WG 1）の作業によって出版さ

れた標準（JPEGファミリー標準とい

います）は，ロイヤリティーフリー（特

許料等の，知的所有権に関する追加の

使用料は要求しないこと）を原則とし

ています．このような背景の影響もあ

るのか，JPEGにはアカデミアと産業

界の中間，ホームでもなくアウェイで

もない独特な雰囲気があります．標準

化活動という場は，このユニークな環

境で，ユニークかつ強烈な個性を持つ

さまざまな国からのエキスパートと，

喧々諤々の議論や討論を行ったり，ま

たあるときにはお酒の席を共にし，冗

談を言い合うなど，国際的な人脈を広

げ，さまざまな能力に磨きをかける絶

好の機会です．筆者にとって標準化活

動に参加する最大のモチベーション

は，自身の専門性や能力の向上という

実利だけではなく，ファーストネーム

で呼び合える「同僚」が世界に広がるこ

とが楽しくて仕方がないのかも知れま

せん．

むすび

実はよく知られていないであろう国

際標準化というものと，なぜ一大学教

員である筆者が標準化活動に参加して

いるのか，また標準化活動の醍醐味等

について，筆者の経験や考えを書かせ

ていただきました．本稿をきっかけに，

国際標準化に興味を持つ方が増えてく

れれば，筆者にとってこれ以上ない喜

びです． （2026年3月31日受付）
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